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論文の内容の要旨 
 
 堀口康太氏の博士論文は、自立高齢者、および要支援・要介護高齢者を対象として自律的動機づ
けという共通の枠組みから身体機能の異なる高齢者の自律性について総合的に検討したものである。
その要旨は以下のとおりである。 
堀口氏の研究は、研究 1から研究 7までで構成されている。研究 1から研究 4が自立高齢者を対
象とした研究であり、研究 5から研究 7が要支援・要介護高齢者を対象とした研究である。自立高
齢者においては社会的活動参加者を対象とし、要支援・要介護高齢者においては通所介護利用者を
対象としている。堀口氏は、この 2 つの異なる対象に対して、3 つの共通課題にほぼ対応する 3 つ
のフェーズごとに研究を展開した。第 1のフェーズ、自律的動機づけの特徴の検討においては、「他
者・社会志向的な自律的動機づけ」が老年期に特徴的な動機づけであり，身体機能の低下によって
「周囲への貢献希求」という貢献的特徴をもった動機づけから「他者とのつながりからの獲得」と
いう享受的特徴をもった動機づけへと変化する可能性が示唆された。そして、自立高齢者を対象と
した研究で抽出された「自己成長の追求」のような自己志向的な自律的動機づけの特徴は，身体機
能の低下に伴って「獲得」を志向したものから「身体機能の向上志向」のような「維持・制御」を
志向した動機づけへと変化していくことも示唆された。 
第 2のフェーズ、自律的動機づけに関連する要因の検討においては、「他者との関係性」や「価値
志向性・生活史とのつながり」が自律的動機づけの関連要因として位置づけられ、身体機能の違い
による自律的動機づけの特徴の違いに関わらず、「つながり」が自律的動機づけに関連する要因とし
て共通していることが特徴的な結果であった。 
第 3 のフェーズ、自律的動機づけと well-being の関連においては、身体機能に関わらず、自律的
動機づけによって活動に取り組むことは概ね well-being を促進することが示唆された。しかし、自
律的動機づけが well-being に関連しない場合も認められたことから、今後も検討を重ねていく必要
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性が示された。 
 自律的動機づけに関連する要因や自律的動機づけと well-being の関連においては，因果関係の検
討が不十分であるという課題は残されているものの、自立高齢者，要支援・要介護高齢者の自律性
を自律的動機づけという枠組から総合的に検討することで、身体機能の違いに関わらない自律性の
共通点・相違点が確認され、関連要因もほぼ共通していることが示された。また、自律的動機づけ
は、他律的動機づけにも着目することができるため、自律-他律の両側面から高齢者の自律性を実証
的に検討することができる利点を有している。こうした結果からも、自律的動機づけは高齢者の自
律性研究における共通課題を解決することができる総合的な枠組として位置づけられる。 
 以上の堀口氏の研究成果により、自律的動機づけという身体機能の違いを超えた共通の枠組を用
いて、高齢者の自律性を総合的に検討することが可能になった。このことからもたらされる実践的
示唆としては、以下の 3点が挙げられる。第 1は、高齢者の自律性を支援する際に分かりやすい枠
組を提供し、高齢者の自律的動機づけを向上させるというように支援の的が絞れること、第 2は、
社会的活動から通所介護への活動の移行に際しても、自律的動機づけを促進するという共通の視点
から、高齢者の生涯における発達の連続性を支援し、地域の中で自分らしく生活する地域包括ケア
の実践を支える枠組を提供すること、第 3は、自律的動機づけという枠組から高齢者個人の視点に
迫り、高齢者個人の視点を政策などに反映することである。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 堀口氏の論文は、自立高齢者、および要支援・要介護高齢者を対象として自律的動機づけという
共通の枠組みから身体機能の異なる高齢者の自律性について総合的に検討したものであり、高齢者
研究に自律的動機づけという新しい枠組みを提供したことが、まず、第一に評価できる。また、こ
の枠組みを用いて質的研究、量的研究を積み重ねることにより、自律高齢者、要支援・要介護高齢
者についての身体機能の違いに関わらない自律性の共通点、及び相違点が確認され、関連要因につ
いてもほぼ共通していることが示されるなど、高齢者研究に様々な新たな知見をもたらした。この
枠組みを用いて研究対象を広げるなど、今後の研究の発展が期待されるところである。 
 
 平成２９年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
